
主

つ

最
も
占
典
に
し
て
、

最
も
ア
ヴ
ア
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
芸
能

能
楽
を
み
な
さ
ま
に

盲
亀

の
我
等

ま

で
見

る
鶯
地

す

る

梅

が
枝

の
花

の
春

の
長
閑

さ

は

難
決

の
法

に
よ
も
も
れ

じ

‘
」】

ケ

昼
の
部

令
和
五
年

七
宝
会

舞
囃
子
　「一品

琳ツ
」
辰
巳
大
二
郎

五

段

ヒ
ヒ
（
日

「弱
法
師
」
石
黒
　
実
都

つ
ち
う
る
お
う
こ
う
え
ん

ベ

～
梅
花
の

∴
サ

０
一際
の
部

ヘ

狂
　
一言

「
寸
〈
　

士
側
」

茂
山
千
五
郎

1受貫ミFミ Sミ 磨ゞヽ

能
「東
　
北
」
坂
祭

ヽ
″

静・

孝
弥

~~色
春
の
夜

の

闇
は
あ
や
な
し

梅

の
花

！
こ
そ
見
え
ね

呑
や
は
臆
る
る

◆
二
月
二
十

一
日
（火
）

昼
の
部

十
五
時
開
演
　
一彼
の
部

十
八
時
開
演

◆
枚
方
市
文
花
芸
術
セ

ン
タ
ー

関
西
医
大

小
ホ
ー
ル



【
番

　

組

】

Ｏ
昼
の
部
　
　
十
五
時
開
演

舞
撃

「
一働

　

砂

」

等
口需

晨

已

杏

罵

　

大

五
段

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

小

「弱
法
師
」

狂

|

|

|

|

|

笛

貞
光
　
義
明

●
夜
の
部
　
　
十
八
時
開
演

吉

７

又

　

半
何

」

太
郎
冠
者

茂

山

千

五

郎

工ヽ

人

松

本

　

　

薫

　

次
郎
冠
者

山

下

　

守

宅

【
解

　

説

】

◇
　
能
　
「弱
法
師
」
よ
ろ
ば
，乙

河
内
国

（
大
阪
府

八
尾
市
付
近
）
の
住
人
・
高
安
通
俊
は
、
か

つ
て
わ
が
子
を
追

い
出
し
て
し
ま

っ
た
悔
恨

の

念
か
ら
、
四
天
工
寺

の
境
内
で
七
日
間

の
施
行
を
し
て

い
た
。

そ

こ
へ
や

っ
て
来
た
盲

人
の
弱
法
師
。
　
そ

の
風
流

趙
あ
る
様
子
を
見
て

い
た
通
俊
は
、
彼

こ
そ
わ
が
子

の

な
れ

の
果
て
だ
と
気
づ
く
。

や
が
て
日
決
の
時
刻
。
春

の
彼
岸

に
あ
た
る
今
日
、
寺

の
西
円

。
石
の
鳥
居

に
は
多
く

の
人
々
が
集
ま
り
、
沈

み
ゆ
く
夕
日
を
見
て
西
方
浄
土
に
思

い
を
馳
せ
る
日
想
観
（
じ

っ
そ
う
が
ん
）
を
お
こ
な

っ
て

い
た
。

弱
法
師
も
夕
陽

に
照
ら
し
出
さ
れ
た
難
波
浦

の
致
景
を

遭
に
思

い
お
き
、
興

に
乗

じ
て
舞

い
戯
れ
は
じ
め

る
。
し
か
し
彼
は
運
行
人
と
衝
突
し
て
転
倒
し
て
し
ま

い
、
と帽
目
の
身

と

い
う
現
実

に
打
ち

の
め
さ
れ
て
し

ま
う
の
だ

っ
た
。
や
が
て
夜

に
な
り
、
父
だ
と
名
乗

り
出
る
通
俊
。
は
じ
め
は
小
じ
入
る
弱
法
師
だ

っ
た
が
、

通
悛
は
そ
ん
な
息
子

の
手
を
引
き
、
わ
が
家

へ
と
連
れ
て
帰
る
の
で
あ

っ
た
。

◇
狂
　
一吾
「文
　
荷
」

ラ宏

に
な
い

主
人
は
左
近

三
郎

と

い
う
人

へ
手
紙
を
届
け
る
ま
う
、
大
部
冠
者

と
次
郎
冠
者

へ
命
じ
ま
す
。
一一
人
は
逹
れ

立

っ
て
歩
き
ま
す
が
、
わ
互

い
に
相
手

に
持
て
と
押
し
付
け
あ

っ
た
結
果
、
一一
人

一
緒

に
持

つ
こ
と
に
し
て
、

竹

の
棒

の
中
間

に
結
び

つ
け

二
人
で
担

い
で
行
き
ま
す
。
途
中
で
、
こ
れ
は
恣
丈
だ
か
ら
重

い
と
言

い
、
能

『
恋
重
荷
』
の

一
飾
を
謡

っ
て

い
る
う
ち

に
、
つ
い
に
文
を

下
ろ
し
て
座
け
込
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
太
郎
冠
者

の
提
案

で

二
人
は
手
紙
を
開

い
て
読
ん
で
、
二ヽ
人
の
文
章
を
あ
げ

つ
ら

っ
て
楽
し

み
ま
す
。
争

っ
て
読
む
う

ち
に
手
紙
が
成
れ
て
し
ま

い
、
切
れ
端
を
「
風
の
便
り
」
な
ど
と
蓋

い
な
が
ら
扇
で
あ
お

い
で

い
る
と
…
。

◇

能
　

「東
　
北
」

と
，み

く

僧
の

一
行
が
束

へ
上
る
と
、
泉
北
院
で
実
し
い
一
本
の
梅
に
出
会
う
。

そ
こ
へ
女
が
現
れ
和
泉
式
部
が
こ
の
権
を
植
え
軒
端
の
権
と
名
づ
け
、
春
ご
と
に
眺
め
て
い
た
こ
と
、
こ
の

梅
を
愛
し
た
改
革
を
語
り
、
や
が
て
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

そ
の
夜
、
和
泉
式
部
の
霊
が
現
れ
て
昔
の
有
り
様
を
語
り
、
東
北
院
の
情
景
を
愛
で
、
音
を
偲
ん
で
舞
を
舞
う
。

◆
今
和
二
年

七
宝
会
年
間
会
員
に
つ
い
て

」牛
会

費

２

０

、
０

０

０

円

（公
演
案
内
送
付
及
び
、
先
行
予
約
権
付
ミ
】指
定
席
８
席
）

※
会
員
特
其
と
し
て
、
先
行
予
約
と
割
引
。

※
発
売
・
予
約
開
始
は
、
会
員
は
６
０
日
前

全

般
は
５
０
日
前
よ
り
）
。

年
度
途
中

か
ら
で
も
会
員

に
申

し
込

み

い
た
だ
け
ま
す
。

※
防
疲
対
策
、
席
数
制
限
な
ど
感
染
症
対
策
を
し
て
お
り
ま
す
。

俊
徳
九
石
黒

高
安
通
俊
福
エ

通
俊
従
者
ヰ戌

・１，Щ

「
東

　

北

」

和
泉
式
聾

晨

已

旅
　
　
憎

吉
き
ち
ノ

所

の

者

井

ロ

◆
日

◆
会

◆
料

金   場   時

鼓
辻
　
　
雅
之

鼓
久
口
陽
春
子

鼓
辻
　
　
雅
空

鼓
久
口
陽
春
子

大

鼓
上
野
　
義
雄

小

鼓
高
橋
余
工
子

人

鼓

中

ロ

笛

貞
光

実
都

　

大

知
登

　

小

逸
平

孝

弥
雅

人

ユ
毛
うし

笛

貞
光
　
智
宣

今
和
二
年

一一月
二
十

一
日
（火
）

昼
の
部

十
五
時

開
演
　
夜
の
部

十
八
時
開
演

枚
方
市
総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

本
館
関
西
医
大

〒
ｂ
７
３
・
１
１
９
１
　
大
阪
府
枚
方
市
新
町
２
，１
１６０

〈
昼
の
部
、
夜
の
部
そ
れ
ぞ
れ
〉
指
定
席

４
、
０
０
０
円
　
自
由
席

３
、
０
０
０
円

学

生

１
、
５
０
０
円

〈
昼
夜
通
し
〉
指
定
席

６
、
０
０
０
円
　
自
由
席

４
、
０
０
０
円

○
昼
夜
通
し
で
ご
購
入
い
た
だ
く
と
、
昼
夜
公
演
の
合
間
に
舞
台
で
の
簡
易
な

体
験
（能
面
、
装
束
、
小
道
具
な
ど
）
や
撮
影
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

予
約
制
・先
着
２５
名
様

′↓ヽ
ホ
I

ル

一
策
智
宣

爺
五年
七
宝
会

土
潤
公
演

～
梅
花
の
能
～

つ

ち

つヽ

る
Ｉ
あ

・つ

・
ヽ
・，

・た

ん

σ

基ギ晋
偽
吼

〒
５

７
２
，
０

０
０
９

大
阪
府
寝
屋
川
市
末
広
町

Ｈ
‘
８

辰
巳
方

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
２
・
８
３
１
・
３
２
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
２
・
８
３
２
・
５
１
１
５
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枚方市J駅から徒歩約5分

会場のご案内

お
問
合
せ
・チ
ケ
ツ
ト
お
申
し
込
み
先

宝
無

七
宝
会
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